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近
年
、
世
界
的
に
大
規
模
水
害
が

多
発
し
、
ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
進

行
に
伴
う
大
雨
の
頻
度
の
増
加
や
海

面
水
位
の
上
昇
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る

予
測
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
も
、
一
日
の
降
水
量
２
０

０
㎜
以
上
あ
る
い
は
、
１
時
間
降
水

量
が
50
㎜
を
超
す
よ
う
な
大
雨
の
発

生
頻
度
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

傘
は
全
く
役
に
立
た
ず
、
水
し
ぶ
き

で
あ
た
り
が
見
え
な
く
な
る
ほ
ど
で

す
。
こ
の
よ
う
な
豪
雨
が
各
地
で
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
に
は
、

日
頃
の
訓
練
と
防
災
意
識
の
高
揚
が

必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
町
消
防
団
で
は
、
出

水
期
を
前
に
４
月
22
日
に
は
利
根
川

栗
橋
流
域
水
防
事
務
組
合
主
催
に
よ

る
水
防
訓
練
（
大
福
田
地
先
）
に
参

加
し
、
実
働
訓
練
を
行
う
な
ど
、
水

害
時
の
体
制
に
万
全
を
期
し
て
い
ま

す
。

　
本
格
的
な
出
水
期
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
町
で
は
水
防
計
画
書
を
作
成

し
、
洪
水
へ
の
対
策
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
６
月
22
日
、
公
民
館
講
堂
に
お
い

て
、
行
政
区
長
及
び
消
防
団
員
を
対

象
に
水
防
計
画
書
の
説
明
会
を
開
催

し
、
不
測
の
事
態
へ
の
対
応
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
水
防
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

町
（
水
防
機
関
）
及
び
水
防
団
が
そ

の
任
務
に
あ
た
り
、
利
根
川
の
は
ん

濫
注
意
水
位
５
ｍ
に
達
し
た
時
点
で

水
防
団
が
順
次
出
動
し
、
水
位
７
ｍ

の
時
点
で
全
団
員
が
出
動
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
増
水
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
は
、
各
行
政
区
長
か
ら
行
政
区

の
全
戸
に
出
動
要
請
が
な
さ
れ
、
増

水
状
況
の
監
視
や
決
壊
等
災
害
が
発

生
し
た
場
合
の
復
旧
作
業
に
当
た
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
行
政
区
長
指
揮
の
も
と

町
民
の
み
な
さ
ん
の
避
難
方
法
や
避

難
場
所
を
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
行
政
・
防
災
Ｇ

　
☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

水
害
に
備
え
て

水
防
計
画

風水害から身を守る
～平成24年度　五霞町水防計画～

３日分程度の食料品は用意しましょう（加熱しないで食べられるもの）
水、乾パン、缶詰、缶切、ビスケット、チョコレート

包帯、はさみ、ガーゼ、ばんそうこう、傷薬、脱脂綿、家庭常備薬、三角巾

衣服類、下着、タオル、軍手、靴下

現金、通帳、印鑑、権利証、健康保険証、懐中電灯、電池、マッチ、ライター、ろうそく、携帯
ラジオ、ミルク、おむつ、卓上コンロ、固形燃料、筆記用具、石鹸

避難に備え事前に準備しておく物・避難する際に持っていく物
非常食

救急セット

衣　類

その他



　町民のみなさん、台風・大雨の影響により「利根川
･江戸川」が氾濫する恐れがあります。
　避難の準備をしてください。
　避難の準備をしてください。

・いつでも避難できるように、避難の準備をしましょう。
・防災無線等の広報を注意して聴きましょう。
・お年寄りや子供は、早めに避難させましょう。

　町民のみなさん「利根川･江戸川」の堤防が決壊す
る恐れがあります。
　避難を始めてください。
　避難を始めてください。

・お互いに助け合って、最寄の避難所に、速やかに避難を始め
ましょう。
・自動車による避難はできるだけ避けましょう。

　町民のみなさん「利根川・江戸川」の堤防が○○地
先で決壊する危険があります。
　直ちに避難してください。
　直ちに避難してください。

・最寄の避難所に直ちに避難しましょう。

町からの呼び掛けの内容 とるべき行動
避難指示
な ど の
種 類

施　設　名 所　在　地 居室面積（㎡） 電　　話
収容可能人員（人）

長期避難一時避難

①
避
難
準
備

②
避
難
勧
告

③
避
難
指
示

キ
リ
ト
リ

５秒休止

【避難勧告発令時のサイン】
《警鐘信号》
乱　打

《サイレン信号》
60秒 60秒

５秒休止

60秒

五 霞 中 学 校

五 霞 西 小 学 校

五 霞 東 小 学 校

中 央 公 民 館

Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

ふ れ あ い セ ン タ ー

ご か 西 児 童 館

ご か 南 児 童 館

原宿台コミュニティセンター

環 境 浄 化 セ ン タ ー

川 妻 浄 水 場

道 の 駅 「 ご か 」

西 南 広 域 消 防 五 霞 分 署

茨城むつみ農業協同組合　五霞支店

大王製紙パッケージ株式会社

共同印刷株式会社　五霞工場

福祉センター「ひばりの里」

元栗橋953

元栗橋1072

江川200

小福田148-1

元栗橋6250

小福田1231-1

江川179-1

元栗橋916-5

原宿台4-25-9

原宿台4-12-2

原宿台2-27-4

川妻953

幸主18-1

元栗橋1887

新幸谷453

幸主572

元栗橋7514

江川3201

☎（84）0079

☎（84）0004

☎（84）0087

☎（84）1460

☎（84）3533

☎（84）1910

☎（84）3595

☎（84）2321

☎（84）3456

☎（84）1894

☎（84）2635

☎（84）3000

☎（84）1000

☎（84）0628

☎（84）0003

☎（84）1811

☎（84）3511

☎（80）1165

7,561 
（4,850）
3,884 

（1,561）
4,072 

（1,839）
2,828 

（1,348）
1,766 
（458）
1,464 
（400）
499 
（0）
330 
（0）
330 
（0）
230 
（0）
749 

（749）
810 

（810）
1,316 
（0）
30 

（30）
252 

（252）
115 

（115）
136 

（136）

1,993 
（0）

4,590 
（2,950）
2,350 
（950）
2,470 

（1,110）
1,720 
（810）
1,070 
（280）
890 

（240）
300 
（0）
200 
（0）
200 
（0）
140 
（0）
450 

（450）
490 

（490）
800 
（0）
20 

（20）
150 

（150）
70 

（70）
80 

（80）

600 
（0）

2,280 
（1,470）
1,180 
（470）
1,230 
（560）
850 

（410）
540 

（140）
440 

（120）
150 
（0）
100 
（0）
100 
（0）
70 

（0）
230 

（230）
250 

（250）
400 
（0）
0 

（0）
0 

（0）
0 

（0）
0 

（0）

300 
（0）
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洪水時の避難

避難場所一覧

災害時要援護者避難所一覧表

この避難場所一覧をご家庭の見えるところに貼っておきましょう。　　　　　下段（　）：２階以上
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中
央
公
民
館
に
は
図
書
室
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
小
さ
な
図
書
室
で
す
が
、
夏
休
み
な
ど

は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
読
書
や
勉
強
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
話
題
の
本
や
新
刊
も
多
く
受
け
入
れ

て
い
る
の
で
、
幅
広
い
年
代
の
方
々
が
利
用
し

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
読
書
の
秋
に

向
け
て
、
す
て
き
な
本
と
の
出
会
い
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

○
利
用
時
間

・
火
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

・
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
休
館
日

　
月
曜
日
・
年
末
年
始
︵
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
開
館
し
、
翌
日
が
休
館
と
な
り
ま
す
。
︶

○
図
書
利
用
券

　
五
霞
町
・
古
河
市
・
坂
東
市
・
境
町
に
在
住

・
在
勤
さ
れ
て
い
る
方
に
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
図
書
利
用
券
１
枚
で
５
冊
、
15
日
間
の
貸
し

出
し
で
す
。
貸
出
期
間
は
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
そ
の
他

　
み
な
さ
ん
の
声
を
参
考
に
し
て
新
刊
を
購
入

し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
Ｇ

　
☎
（84）
１
４
６
２

　
子
育
て
っ
て
た
い
へ
ん
！
で
も
大

変
だ
か
ら
こ
そ
子
ど
も
の
成
長
が
、

そ
れ
以
上
に
喜
び
と
元
気
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。

　
初
め
て
の
子
育
て
は
解
ら
な
く
て

も
、
う
ま
く
で
き
な
く
て
も
当
然
で

す
。
周
り
の
人
に
助
け
て
も
ら
っ
て

も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
﹁
教
え
て
﹂
﹁
手
伝
っ
て
﹂
﹁
助

け
て
﹂
と
言
え
る
だ
け
で
、
気
持
ち

が
ぐ
ん
と
楽
に
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
子
育
て
中
の
み
な
さ
ん
を

応
援
す
る
た
め
に
、
子
育
て
に
関
す

る
情
報
︵
健
康
診
査
・
予
防
接
種
・

医
療
費
助
成
・
保
育
園
・
幼
稚
園
・

学
童
・
各
手
続
き
等
︶
を
ま
と
め
た

子
育
て
応
援
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
次
の
施
設
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
是
非
毎
日
の
子
育
て
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
施
設
名

・
ひ
ば
り
の
里
　
　
・
中
央
公
民
館

・
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
・
南
児
童
館

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
西
児
童
館

・
役
場
︵
健
康
福
祉
課
、
町
民
税
務
課
︶

・
五
霞
第
一
幼
稚
園
・
五
霞
幼
稚
園

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
児
童
館
Ｇ

　
☎
（84）
３
４
５
６
　

☆
お
勧
め
の
本

「
三
匹
の
お
っ
さ
ん
　
ふ
た
た
び
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
川
浩

　
剣
道
の
達
人
・
キ
ヨ
、
柔
道
の
達
人
・
シ
ゲ
、
機
械
を
い
じ

ら
せ
た
ら
右
に
出
る
者
な
し
の
ノ
リ
。
﹁
還
暦
ぐ
ら
い
で
ジ
ジ

イ
の
箱
に
蹴
り
込
ま
れ
て
た
ま
る
か
！
﹂
と
、
ご
近
所
の
悪
を

斬
る
あ
の
三
人
が
帰
っ
て
き
た
！
　
書
店
万
引
き
、
不
法
投
棄
、

お
祭
り
の
資
金
繰
り
な
ど
、
日
本
中
に
転
が
っ
て
い
る
、
身
近

だ
か
ら
こ
そ
厄
介
な
問

題
に
、
今
回
も
三
匹
が

立
ち
上
が
り
ま
す
。

「
ち
こ
く
姫
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
な
が
こ
う
た
く

　
﹁
ち
こ
く
し
た
２
組
は
、
全
員
わ
き
役
よ
!!
﹂
学
習
発
表
会

の
劇
の
役
を
決
め
る
日
に
、
ち
こ
く
し
て
き
た
ま
ど
か
た
ち
の

せ
い
で
１
年
２
組
は
わ
き
役
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
落
ち
こ

む
み
ん
な
に
﹁
わ
た
し
が
、

み
ん
な
を
主
役
に
し
て
み
せ

る
か
ら
！
﹂
と
、
ま
ど
か
が

宣
言
し
⋮
。

中
央
公
民
館
図
書
室
に
つ
い
て

「
子
育
て
応
援
ブ
ッ
ク
」
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
健
康
福
祉
課
）



表1 （単位：kwh）
比較増減 削減率

年間電気使用目標値 実施結果 （対基準年） （対基準年）
五霞町役場本庁舎 236,821 222,696 180,901 △ 55,920 -23.6％
五霞ふれあいセンター 28,617 26,867 21,799 △ 6,818 -23.8％
ごか西児童館 13,833 12,958 6,874 △ 6,959 -50.3％
ごか南児童館 12,807 12,057 10,403 △ 2,404 -18.8％
保健センター 67,764 63,564 58,379 △ 9,385 -13.8％
中央公民館 118,423 111,073 82,264 △ 36,159 -30.5％
B&G海洋センター 96,492 90,542 72,869 △ 23,623 -24.5％
合計 574,757 539,757 433,489 △ 141,268 -24.6％

表2 （単位：ℓ）
比較増減 削減率

年間燃料使用目標値 実施結果 （対基準年） （対基準年）
27,251 26,001 23,831 -3,420 -12.5％

H23年度
施設名

基準年の
電気使用量

基準年の燃料使用量
H23年度

広報ごか　2012．85

　
役
場
で
は
五
霞
町
役
場
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
基
準
年
（
平
成
17
年
）
に
対
し
電
気
使
用
量
を
約
7.2
％
と
公
用
車
燃

料
使
用
量
を
約
5.5
％
削
減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
期
間
は
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の
６
年
間
で
す
。

①
　
電
気
使
用
量

　
電
気
使
用
量
は
表
１
の
と
お
り
で

す
。

　
平
成
23
年
度
は
、
基
準
年
に
対
し

て
３ 

５
，
０
０
０
kwh
の
削
減
を
目
標

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
目
標
を
大
き

く
上
回
る
１
４
１
，
２
６
８
kwh
の
削

減
が
で
き
ま
し
た
。

②
　
公
用
車
燃
料
使
用
量

　
公
用
車
燃
料
の
使
用
量
は
表
２
の

と
お
り
で
す
。

　
平
成
23
年
度
、
役
場
で
管
理
し
て

い
る
公
用
車
は
41
台
あ
り
、
基
準
年

に
対
し
て
１
，
２
５
０
ℓ
の
削
減
を

目
標
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
果
は

目
標
を
大
幅
に
上
回
る
３
，
４
２
０
．

６
ℓ
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

③
　
二
酸
化
炭
素
排
出
量

　
電
気
使
用
量
の
実
施
結
果
を
二
酸

化
炭
素
に
換
算
す
る
と
、
２
４
０
，

５
８
６
㎏
を
排
出
し
た
こ
と
に
な
り
、
基
準
年
か
ら
７ 

８
，
４
０
４
㎏
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

公
用
車
燃
料
使
用
量
に
つ
い
て
は
、
５ 

５
，
３
２
６
㎏

を
排
出
し
た
こ
と
と
な
り
、
基
準
年
か
ら
７
，
９
４
２

㎏
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
電
気
使
用
量
及
び
公
用
車
燃
料
使
用
量
の
二
酸
化
炭

素
削
減
量
を
合
計
す
る
と
、
８ 

６
，
３
４
６
㎏
と
い
う

結
果
で
す
。

　
一
般
家
庭
の
生
活
に
お
い
て
家
電
を
使
用
し
た
り
、

自
動
車
を
運
転
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
排
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
の
量
は
、
年
間
で
約
５
，
９
０
０
㎏
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
23
年
度
に
つ
い
て
は
、
約

15
世
帯
分
の
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た

結
果
に
な
り
ま
す
。

④
今
後
に
つ
い
て

・
電
気
使
用
量
に
つ
い
て

　
冷
房
の
温
度
は
28
℃
に
設
定
す
る
、
長
時
間
退
席
す

る
場
合
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
待
機
モ
ー
ド
に
す
る
な
ど

様
々
な
こ
と
に
取
組
み
、
さ
ら
に
削
減
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

・
公
用
車
燃
料
使
用
量
に
つ
い
て

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
奨
、
出
張
時
の
相
乗
り
な
ど

様
々
な
こ
と
に
取
組
み
、
さ
ら
に
削
減
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
環
境
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

平
成
23
年
度
五
霞
町
役
場
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
実
施
結
果

９
月
12
日
（水）
午
前
10
時
頃
と
午
前
10
時
30
分
の
２
回

実
施
し
ま
す

　
町
で
は
、
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊジ

ェ
イ―・

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
※
）

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
情
報
を
、
確
実
に
み

な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、
町
内
で
緊
急
情
報
伝

達
手
段
の
試
験
と
し
て
、
次
の
と
お
り
行
政
防
災
無

線
の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

※
Ｊジ

ェ
イ―・

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻

撃
な
ど
の
災
害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情

報
を
人
工
衛
星
な
ど
を
活
用
し
て
瞬
時
に
情
報
伝
達

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

○
防
災
行
政
無
線
の
放
送

　
次
の
放
送
内
容
が
一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

「
こ
れ
は
、
試
験
放
送
で
す
。
」
　
×
３
回

○
注
意

・
五
霞
町
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
様
々
な
情

報
伝
達
手
段
で
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

・
試
験
当
日
、
災
害
発
生
・
気
象
状
況
に
よ
り
、
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
行
政
・
防
災
Ｇ

　
☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
全

国
一
斉
緊
急
情
報
　
伝
達
試

験
の
お
知
ら
せ
　
（
総
務
課
）

実
施
結
果
に
つ
い
て



○募集期間：8月１日(水)～8月19日(日)　※募集人数が集まり次第締め切りとさせていただきます  
○場所：ＡＣＴＩＶＥ　ＨＯＵＳＥ　Ｇ－ＦＩＶＥ（住所：幸手市南２丁目６番２０号）    
○ゴルフ教室については、別途ボール代がかかります。        
○教室中の事故については、責任を負いかねます。ゴルフ教室を受講される方は、「B&G海洋センタースポーツ教室」としてス
ポーツ安全保険に加入していただきますので、大人1,850円を添えてお申し込みください。     
   
○お問い合わせ　Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎（８４）３５３３

ゴルフ教室 8 10 土曜日 9月1日（土）Ｇ－ＦＩＶＥ（幸手市南）一　般 午後7時30分～
　　　　　9時

ミズノゴルフインストラクター
一田　裕一郎

[水道水測定値] 単位:ﾍﾞｸﾚﾙ/ｷﾛｸﾞﾗﾑ

採水日  
川妻  行田  

ヨウ素 セシウム  ヨウ素 セシウム  
5 ／ 17  不検出 不検出  不検出 不検出  

5 ／ 24  〃  〃  〃  〃  
5 ／ 31  〃  〃  〃  〃  
6 ／ 7  〃  〃  〃  〃  

6 ／ 14  〃  〃  〃  〃  
6 ／ 21  〃  〃  〃  〃  
 〃  〃  〃  〃  
 〃  〃  〃  〃  

○水道水測定値のお問い合わせ　　上下水道課 （84）3000  

[大気測定値] 単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ

測定場所  5 ／ 18  
5 ／ 23  6 ／ 7  6 ／ 20

6 ／ 21
7 ／ 4
7 ／ 5

五霞中学校  0.080  0.064  0.069   
五霞西小学校  0.097  0.080  0.087   
五霞東小学校  0.081  0.088  0.082   
五霞幼稚園  
五霞保育園  0.075  0.071  0.075   

五霞第一幼稚園  
川妻保育園  0.099  0.093  0.096   

南児童館  0.096  0.094  0.080   
西児童館  0.080  0.081  0.074   

7 ／ 18
7 ／ 19

 
 
 

 

 

 
 

※大気中の測定に使用している機器の性能上、茨城県の測定結果と差異が生じる場合があります。 
※測定は、天候や風向きなどの気象条件によっても変わります。
○大気中測定値のお問い合わせ　　総務課　 （84）1111  

直接B&G海洋センターへお申し込みください。

6 ／ 28

7 ／ 5

0.072
0.082
0.088

0.077

0.084

0.088
0.060

0.077
0.090
0.083

0.074

0.091

0.093
0.075
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福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
放
射
線
漏
れ
の
影
響
を
考
慮
し
、
町
で
は
、
水
道
水
や
大
気
の
測

定
を
次
の
と
お
り
実
施
し
て
お
り
、
測
定
値
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
、
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
「
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
」
の
測
定
結
果
は
、
文

部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
水
道
水
の
測
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
７
月
か
ら
１

カ
月
に
１
回
の
検
査
に
な
り
ま
し
た
。

町
放
射
線
量
測
定
結
果
の
お
知
ら
せ

　
毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
道
路
上

に
木
の
枝
や
竹
等
が
伸
び
、
交
通
標
識

や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
に
覆
い
被
さ
り
、

道
路
の
見
通
し
が
悪
く
な
り
、
交
通
安

全
上
非
常
に
危
険
に
な
り
ま
す
。

　
道
路
に
面
し
た
宅
地
や
山
林
の
土
地

所
有
者
（
町
民
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

道
路
の
交
通
安
全
確
保
の
た
め
、
道
路

に
伸
び
出
た
木
の
枝
や
竹
等
の
こ
さ
切

り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
境
地
区
交
通
安
全

協
会
五
霞
支
部
並
び
に
境
警
察
署
に
よ

る
『
交
通
安
全
危
険
箇
所
の
確
認
作
業
』

を
８
月
５
日
(日)
に
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
の
主
な
活
動
は
、
町
内
を
巡
視

し
、
交
通
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の

交
通
施
設
の
設
置
・
破
損
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
で
す
が
、
木
の
枝
や
竹
等
の

伸
び
出
し
に
お
け
る
交
通
危
険
箇
所
が

あ
っ
た
際
に
は
、
土
地
所
有
者
（
町
民
）

の
方
に
ご
連
絡
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
行
政
・
防
災
Ｇ

　
☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

町
内
交
通
危
険
箇
所

確
認
作
業
の
実
施
に

つ
い
て
　
（
総
務
課
）
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節
電
リ
ー
ダ
ー
任
命
式
を
行
い

ま
し
た

　
７
月
６
日
、
五
霞
東
・
五
霞
西
小
学

校
５
・
６
年
生
の
１
７
８
名
に
「
節
電

リ
ー
ダ
ー
」
任
命
書
の
交
付
を
行
い
ま

し
た
。

　
主
な
仕
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

エ
ア
コ
ン
の
設
定
は
、
冷
房
28
℃
以

上
、
暖
房
20
℃
以
下
に
し
よ
う
。

② 

冷
蔵
庫
は
、
詰
め
す
ぎ
た
り
何
度
も

開
け
閉
め
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

③ 

使
っ
て
い
な
い
部
屋
の
電
気
は
必
ず

消
そ
う
。

④ 

使
っ
て
い
な
い
家
電
の
コ
ン
セ
ン
ト

は
抜
い
て
お
こ
う
。

　
節
電
リ
ー
ダ
ー
の
み
な
さ
ん
に
は
、

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
節
電
推
進

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

第
１
回
　
公
共
交
通
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た

　
７
月
６
日
、
多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
五
霞
町
公
共
交
通
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
五
霞

町
に
あ
っ
た
公
共
交
通
の
運
行
手
段
な

ど
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
応
募
さ
れ
た
町
民
の
方
と

団
体
か
ら
の
代
表
者
の
10
名
が
参
加
さ

れ
、
路
線
バ
ス
や
福
祉
送
迎
、
民
間
の

送
迎
バ
ス
な
ど
の
現
状
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
福
島
大
学
の
吉
田
特
任
准

教
授
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
日
常
生
活
の
移
動
に
お
い
て
困
っ

て
い
る
こ
と
、
ど
の
よ
う
な
交
通
が
あ

れ
ば
い
い
か
な
ど
、
み
な
さ
ん
で
意
見

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

第
25
回
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
水
泳

大
会
茨
城
県
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た

　
７
月
７
日
、
小
美
玉
市
玉
里
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
・
プ
ー
ル
で
Ｂ
＆
Ｇ
ス

ポ
ー
ツ
水
泳
大
会
茨
城
県
大
会
が
、
県

内
９
市
町
10
カ
所
の
海
洋
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
各
種
目
延
べ
１
２
９
名
の
参
加
に

よ
り
開
催
さ
れ
、
町
か
ら
は
五
霞
東
小

学
校
よ
り
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
大
久
保
澪
さ
ん
が
小
学
５

・
６
年
生
女
子
背
泳
ぎ
の
部
で
優
勝
、

平
泳
ぎ
の
部
で
は
第
３
位
、
遠
山
美
優

さ
ん
が
小
学
３
・
４
年
生
の
部
で
第
３

位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
久
保
澪
さ
ん
は
「
２
０
１

２
Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
大
会
」

（
８
月
18
日
、
東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場
）

へ
出
場
し
ま
す
。
全
国
で
も
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

県
民
総
合
体
育
大
会
水
泳
の
部

第
１
位
、
関
東
大
会
へ
出
場
し

ま
す

　
７
月
13
日
・
14
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

県
民
総
合
体
育
大
会
水
泳
の
部
に
お
い

て
、
五
霞
中
１
年
堀
山
砂
月
さ
ん
が
４

０
０
ｍ
・
８
０
０
ｍ
自
由
形
の
２
部
門

で
第
１
位
に
輝
き
、
関
東
大
会
へ
の
切

符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　
７
月
18
日
に
は
、
校
長
先
生
と
と
も

に
役
場
を
訪
れ
、
染
谷
町
長
に
８
月
９

日
か
ら
埼
玉
県
川
口
市
で
開
催
さ
れ
る

関
東
大
会
出
場
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

堀
山
さ
ん
か
ら
は
、「
関
東
大
会
で
は
自

己
ベ
ス
ト
を
上
回
る
記
録
を
出
し
、
来

年
の
全
国
大
会
へ
出
場
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。」と
意
気
込
み
が
力
強
く
語

ら
れ
ま
し
た
。

　
染
谷
町
長
か
ら
は
、「
日
頃
の
力
を
十

分
発
揮
し
、
自
己
ベ
ス
ト
が
更
新
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」と
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。



広報ごか　2012．8 8

ビ
ニ
ー
ル
凧
を
作
ろ
う

カ
ラ
フ
ル
こ
ま

　
月
の
行
事
予
定

８

　

思いやりの心で明るい社会を

五霞東小学校

一人一プランター
運動・野菜を
育てよう

●
南
児
童
館	


（84）
３
４
５
６

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

１
日
(水)

・
ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ
う 

７
日
(火)

・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト 

21
日
(火)

・
紙
コ
ッ
プ
タ
ワ
ー 

29
日
(水)

　
６
月
18
日
、
南
児
童
館
に
お
い
て

「
ビ
ニ
ー
ル
凧
を
作
ろ
う
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
買
い
物
用
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
切
り
開

い
て
凧
の
形
に
つ
く
り
ま
す
。
次
に

凧
に
好
き
な
絵
を
描
い
て
、
ス
ト
ロ

ー
と
カ
ラ
ー
ビ
ニ
ー
ル
の
「
あ
し
」

と
凧
糸
を
付
け
て
出
来
上
が
り
で
す
。

　
み
ん
な
で
庭
に
出
て
凧
上
げ
で
す
。

元
気
に
庭
を
走
り
、
自
分
で
作
っ
た

凧
が
上
が
る
と
、
と
て
も
嬉
し
そ
う

で
し
た
。

　
６
月
７
日
、
西
児
童
館
に
お
い
て

「
カ
ラ
フ
ル
こ
ま
」
を
作
り
ま
し
た
。

　
マ
ッ
チ
棒
に
何
色
も
の
紙
テ
ー
プ

を
ク
ル
ク
ル
巻
い
て
い
く
だ
け
で
す

が
、
き
っ
ち
り
巻
か
な
い
と
、
ゆ
る

ん
で
し
ま
っ
て
こ
ま
が
回
り
ま
せ
ん
。

　
み
ん
な
集
中
し
て
紙
テ
ー
プ
を
巻

き
ま
し
た
が
、
き
つ
く
巻
け
た
り
少

し
ゆ
る
ん
で
し
ま
っ
た
り
と
い
ろ
い

ろ
で
し
た
。
自
分
で
作
っ
た
こ
ま
を

う
れ
し
そ
う
に
眺
め
、
楽
し
く
回
し

ま
し
た
。

●
西
児
童
館	


（84）
２
３
２
１

・
ゲ
ー
ム
大
会

　
（
母
親
ク
ラ
ブ
主
催
） 

４
日
(土)

・
ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ
う 

７
日
(火)

・
ブ
ン
ブ
ン
ご
ま 

17
日
(金)

・
「
の
」
の
字
さ
が
し 

21
日
(火)

・
プ
ー
ル
で
釣
り
大
会 

24
日
(金)

・
避
難
訓
練 

27
日
(月)

　
五
霞
東
小
学
校
に
は
、
大
き
な

「
ケ
ヤ
キ
」
の
木
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
「
ケ
ヤ
キ
太

郎
」
と
い
う
名
前
で
長
い
間
児
童
や

保
護
者
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
き
た
シ

ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
他
に

も
桜
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
な
ど
大
き
な

木
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
学
校

で
す
。

　
花
や
野
菜
も
大
切
に
育
て
て
い
ま

す
。
今
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
全
校

児
童
で
植
え
、
秋
の
収
穫
に
向
け
て

う
ね
を
作
っ
た
り
苗
を
植
え
た
り
、

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
他

に
も
低
学
年
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
野

菜
の
苗
を
育
て
て
い
ま
す
。
毎
朝
登

校
し
教
室
に
入
る
前
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
ジ
ョ
ウ
ロ
で
水
や
り
を
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
「
一
人
一
プ
ラ
ン
タ
ー
運

動
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
低

学
年
は
友
達
と
一
つ
の
プ
ラ
ン
タ
ー

に
花
を
植
え
、
中
学
年
・
高
学
年
は

一
人
で
一
つ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
世
話

を
し
て
い
ま
す
。
正
門
前
や
昇
降
口

に
は
赤
や
オ
レ
ン
ジ
や
黄
色
の
花
が

鮮
や
か
に
咲
き
、
子
ど
も
た
ち
を
毎

朝
元
気
に
迎
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

え
だ
ま
め
を
う
え
た
よ

　
５
月
31
日
、
は
た
け
に
な
え
を
う
え

ま
し
た
。
は
た
け
に
う
え
る
前
に
草
と

り
を
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
に
う
ね
を

つ
く
り
ま
し
た
。
土
を
ほ
っ
て
土
を
上

に
の
せ
る
の
が
た
い
へ
ん
で
し
た
。
つ

ぎ
に
ビ
ニ
ー
ル
を
か
ぶ
せ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
あ
な
を
ほ
っ
て
な
え
を
う
え

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
え
だ
ま
め
の
な
え

で
す
。
お
と
も
だ
ち
は
き
ゅ
う
り
や
な

す
、
ピ
ー
マ
ン
、
い
ん
げ
ん
ま
め
の
な

え
を
う
え
ま
し
た
。
ぼ
く
の
え
だ
ま
め

の
な
え
は
、
た
か
さ
12
㎝
７
㎜
で
す
。

は
っ
ぱ
の
さ
わ
り
ご
ご
ち
は
、
ざ
ら
ざ

ら
で
し
た
。
小
さ
い
み
が
３
こ
つ
い
て

い
ま
し
た
。
は
の
形
は
し
そ
に
に
て
い

ま
す
。
は
や
く
し
ゅ
う
か
く
し
て
か
ぞ

く
に
た
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
ぼ

く
は
、
水
や
り
を
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
（
２
年
生
の
作
文
よ
り
）



色付きの
ペットボトル

油性の物が
入っていた容器

洗剤、
シャンプー
などの容器

お菓子の缶 粉ミルクの缶
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※ 

交
付
申
請
の
手
続
き
に
は
一
定
の

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
Ｇ
（
内
線
２
３
１
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

に
土
地
や
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
今
年
中
に
家
屋

等
を
取
り
壊
し
た
り
、
新
築
・
増
築

を
予
定
し
て
い
る
方
（
ま
た
は
お
済

み
の
方
）
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
Ｇ
（
内
線
２
５
２
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
国
民
健
康
保
険
税
を
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
直
接
天
引
き
）
に
よ
り

納
付
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
申

し
出
に
よ
り
支
払
い
方
法
を
口
座
振

替
へ
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
申
し
出
の
時
期
に
よ
り
特

別
徴
収
か
ら
の
切
替
時
期
が
変
わ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
で
に
申
し
出
を
さ
れ
て

い
る
方
は
手
続
き
の
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
Ｇ
（
内
線
２
５
３
）

　役場の代表電話は（84）1111です　

ご
み
の
出
し
方
の
注
意
点
に

つ
い
て お

知
ら
せ

ごかのごかの
お知らせお知らせ

（№444）

 

（
建
設
環
境
課
）

　
ご
み
の
分
別
方
法
に
つ
い
て
、
次

の
こ
と
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
雑
草
】

　
土
を
き
ち
ん
と
払
い
落
し
、
土
が

付
い
て
い
な
い
状
態
で
袋
に
入
れ
、

可
燃
ご
み
の
回
収
日
に
集
積
所
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

土
や
泥
は
、
混
入
さ
せ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

【
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
】

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
飲
料
、
酒
類
、

し
ょ
う
ゆ
が
入
っ
て
い
た
も
の
で
、

無
色
透
明
な
も
の
の
み
で
す
。

　
ラ
ベ
ル
と
キ
ャ
ッ
プ
を
き
ち
ん
と

分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

色
付
き
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
洗
剤

や
油
が
入
っ
て
い
た
容
器
は
、
可

燃
ご
み
の
回
収
日
に
集
積
所
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
か
ん
類
】

　
お
菓
子
の
缶
や
粉
ミ
ル
ク
の
缶
に

つ
い
て
は
、
不
燃
ご
み
と
な
り
ま
す

の
で
、
か
ん
類
に
混
入
さ
せ
ず
、
不

燃
ご
み
の
回
収
日
に
集
積
所
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
以
上
の
内
容
が
守
ら
れ
て
い
な
い

も
の
は
、
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
ご
み
の
分
別
等
で
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
で
の
確
認
、
ま
た
は
建

設
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
Ｇ
（
内
線
２
９
６
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
６
月
に
新
し
い
◯福
受
給
者
証
の
更

新
（
乳
幼
児
・
妊
産
婦
を
除
く
）
を

行
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
手
続
き
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
医
療
費
の
給
付

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
Ｇ
（
内
線
３
０
０
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー

ド
）
は
電
子

申
告
等
に
必

要
な
も
の
で

あ
る
他
、
写

真
付
き
の
場

合
は
運
転
免

許
証
な
ど
と

同
様
に
公
的
な
証
明
書
と
し
て
も
お

使
い
い
た
だ
け
ま
す
。
公
的
な
証
明

書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
住
基
カ

ー
ド
を
是
非
ご
取
得
く
だ
さ
い
。

 

（
町
民
税
務
課)

　
個
人
で
事
業
を
行
わ
れ
て
い
る
方

は
、
一
定
の
所
得
を
超
え
た
場
合
に
、

個
人
事
業
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
の
納
税

通
知
書
を
８
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
８
月
31
日
(金)
の
納
期
限
ま
で

に
必
ず
納
付
願
い
ま
す
。
納
税
に
便

利
な
口
座
振
替
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
筑
西
県
税
事
務
所
境
支

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所
境
支
所

　

０
２
８
０
（87）
１
１
２
０

個
人
事
業
税
第
１
期
分
の
納

付
に
つ
い
て

◦福
受
給
者
証
の
更
新
は
お
済

み
で
す
か
？

住
基
カ
ー
ド
は
公
的
な
証
明

書
と
し
て
も
使
え
ま
す

取
り
壊
し
、新
築
・
増
築
し
た

家
屋
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
い

方
法
の
変
更
に
つ
い
て
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※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

 

（
町
民
税
務
課
）

　
保
険
料
の
免
除
制
度
は
、
全
額
免

除
制
度
と
３
段
階
の
一
部
免
除
（
２

分
の
１
免
除
、
４
分
の
１
免
除
、
４

分
の
３
免
除
）
が
あ
り
ま
す
。
（
表

１
参
照
）

　
納
付
す
る
月
々
の
保
険
料
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
平
成
24
年
度
）

・
４
分
の
１
免
除
　１
１
，２
４
０
円

・
２
分
の
１
免
除
　　
７
，４
９
０
円

・
４
分
の
３
免
除
　　
３
，７
５
０
円

　
こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ

く
場
合
に
は
、
ご
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
定
の
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す
。

○
申
請
方
法
　
町
民
税
務
課
②
窓
口

に
て
、
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※ 

免
除
の
対
象
期
間
は
、
７
月
か
ら

翌
年
６
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
部
免
除
を
受
け
た
場
合

に
、
納
付
す
べ
き
一
部
保
険
料
が
未

納
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
一
部
免
除

が
無
効
と
な
り
、
老
齢
、
障
害
、
遺

族
の
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
猶
予
ま
た
は
免
除
の
制

度
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
「
若
年
者
猶
予
制
度
」
30
歳
未
満

の
方
の
保
険
料
が
猶
予
（
所
得
審
査

あ
り
）

▼
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
学
生
の

方
の
保
険
料
が
猶
予
（
所
得
審
査
あ

り
）

▼
「
法
定
免
除
」
障
害
年
金
や
生
活

保
護
法
に
基
づ
く
生
活
扶
助
を
受
給

し
て
い
る
方
の
保
険
料
が
免
除

○
免
除
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
将
来

の
年
金
受
給
額
へ
の
影
響

　
年
金
額
（
平
成
21
年
４
月
分
か
ら
）

・
全
額
免
除
期
間
分
　
　
　
１
／
２

・
４
分
の
３
免
除
期
間
分
　
５
／
８

・
２
分
の
１
免
除
期
間
分
　
６
／
８

・
４
分
の
１
免
除
期
間
分
　
７
／
８

　
な
お
、
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
た

保
険
料
に
つ
い
て
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
少
な
く
な
ら
な
い
よ
う
、

10
年
以
内
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
さ
れ
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目

以
降
に
納
付
す
る
場
合
は
、
経
過
し

た
年
数
に
応
じ
て
一
定
の
加
算
額
が

加
わ
り
ま
す
。

※ 

任
意
加
入
被
保
険
者
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
町
民
Ｇ
（
内
線
２
３
０
）

・
下
館
年
金
事
務
所

　
☎
０
２
９
６
（25）
０
８
１
１

 

（
町
民
税
務
課
）

　
こ
の
制
度
は
、
国
民
健
康
保
険
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
が
、

月
に
支
払
う
治
療
費
や
入
院
時
の
食

事
代
を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
と

ど
め
る
も
の
で
す
。

　
所
得
審
査
を
行
っ
た
う
え
、
該
当

す
る
方
に
対
し
て
８
月
１
日
(水)
か
ら

有
効
の
「
減
額
認
定
証
」
を
交
付
し

ま
す
。
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

方
は
、
世
帯
の
所
得
状
況
で
審
査
し
、

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
が
い

る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
）

○
申
請
　
町
民
税
務
課
②
窓
口

○
持
参
す
る
も
の

・
保
険
証

・
現
在
使
用
中
の
減
額
認
定
証

・
印
鑑

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
Ｇ
（
内
線
２
３
３
）

 

（
財
務
課
）

　
町
内
の
通
学
路
な
ど
に
は
、
約
７

０
０
基
の
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
防
犯
灯
の
「
電
球
が
切
れ
て
い
る
」

な
ど
お
気
づ
き
の
場
合
は
、
お
手
数

で
す
が
、
支
柱
や
電
柱
に
つ
い
て
い

る
管
理
番
号
を
各
地
区
の
区
長
さ
ん

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
支
柱
や
電
柱
に
管
理
番
号

が
無
い
、
ま
た
は
番
号
が
判
別
で
き

な
い
場
合
は
目
安
に
な
る
場
所
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
財
政
・
管
財
Ｇ
（
内
線
２
２
３
）

防
犯
灯
の
球
切
れ
情
報
は
各

地
区
の
区
長
さ
ん
ま
で

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
に
は
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す

世帯構成 全額免除
一部免除

３/４免除 １/２免除 １/４免除

４人世帯
（ご夫婦、お子さん２人） 162万円 230万円 282万円 335万円

２人世帯
（ご夫婦のみ） 92万円 142万円 195万円 247万円

単身世帯 57万円 93万円 141万円 189万円

（表１）全額免除・一部免除の世帯構成別の所得基準の「めやす」
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（
健
康
福
祉
課
）

　
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
、

現
在
、
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
経
口

接
種
（
口
か
ら
飲
む
）
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
平
成
24
年
９
月
１
日
か
ら

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
皮
下
接

種
（
皮
下
に
注
射
）
が
導
入
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
町
と
し
ま
し
て
も
国

の
方
針
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
９
月

３
日
(月)
、
12
月
３
日
(月)
、
平
成
25
年

３
月
４
日
(月)
に
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種

を
中
止
す
る
方
向
で
す
。

　
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
診

票
や
接
種
方
法
等
は
、
決
定
次
第
、

広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
離
乳
食
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
を

解
消
し
ま
せ
ん
か
？

○
日
時
　
８
月
８
日
(水)

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
（
午
前
９
時
45
分
受
付
）

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○�

対
象
者
　
４
〜
６
カ
月
児
と
そ
の

保
護
者
（
町
内
在
住
の
方
）

○�

内
容
　
離
乳
食
の
お
話
、
試
食
、

子
育
て
講
話
な
ど

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
予

防
接
種
中
止
の
お
知
ら
せ

○
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）

○
お
申
し
込
み
期
限

　
８
月
６
日
(月)
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
９
月
17
日
(月)
に
高
齢
者
福
祉
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
今
年
入
籍
50
年
目
を

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま

す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○�

対
象
者

今
年
度
金
婚
（
入
籍
50
年
目
）
を

迎
え
ら
れ
る
町
内
在
住
の
ご
夫
婦

（
昭
和
37
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和

38
年
３
月
31
日
ま
で
に
入
籍
の
ご

夫
婦
）

○�

お
申
し
込
み
方
法

８
月
20
日
(月)
ま
で
に
健
康
福
祉
課

窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

注
意

期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
い
た
だ

い
た
方
を
お
祝
い
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
対
象
の
方
は
忘
れ
ず
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○�

そ
の
他

五
霞
町
に
本
籍
地
が
な
い
方
は
、

戸
籍
謄
本
（
婚
姻
期
日
が
明
記
さ

れ
て
い
る
も
の
）
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
高
齢
者
支
援
Ｇ
（
内
線
２
３
９
）

　役場の代表電話は（84）1111です　

離
乳
食
教
室
開
催
の
お
知
ら

せ

今
年
金
婚
式（
入
籍
50
年
目
）

を
迎
え
る
方
へ

 

（
農
業
委
員
会
）

　
農
地
は
国
民
の
食
糧
を
生
産
す
る

基
盤
で
あ
り
、
国
土
保
全
や
景
観
維

持
な
ど
公
共
財
産
と
も
い
う
べ
き
大

切
な
も
の
で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
優
良
農
地
の

保
全
及
び
営
農
環
境
整
備
の
一
環
と

し
て
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
・
防
止

や
農
地
の
無
断
転
用
の
防
止
等
を
目

的
に
年
間
を
通
し
て
定
期
的
に
「
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
（
農
地
の
巡
回
点

検
指
導
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
農
地
が
確
認
さ

れ
た
場
合
は
、
農
地
の
所
有
者
の
方

に
対
し
て
の
適
正
な
管
理
指
導
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
資
源
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

う
え
で
も
み
な
さ
ん
の
力
で
農
地
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
農
地
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　
農
地
を
住
宅
・
倉
庫
・
作
業
所
な

ど
農
地
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
農
地
法
に
基
づ
く

転
用
の
許
可
が
必
要
で
す
。
資
材
置

場
や
残
土
置
場
な
ど
の
た
め
に
一
時

的
な
利
用
を
す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

○�

違
反
す
る
と
罰
則
の
適
用
も
あ
り

ま
す

　
許
可
を
受
け
ず
に
行
っ
た
農
地
転

用
は
、
農
地
法
違
反
で
あ
り
農
地
等

の
権
利
取
得
の
効
力
が
生
じ
な
い
だ

け
で
な
く
、
都
道
府
県
知
事
よ
り
工

８
月
～
11
月
は
全
国
統
一
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
で
す

事
の
中
止
、
原
状
回
復
な
ど
を
命
じ

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
（
内
線
２
２
５
）

 

（
産
業
課
）

　
除
草
作
業
が
増
え
る
こ
の
季
節
は
、

農
薬
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
ま
す

が
、
農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
商
品

の
ラ
ベ
ル
に
記
載
し
て
あ
る
注
意
事

項
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
使

い
慣
れ
た
農
薬
で
あ
っ
て
も
、｢

効

果
薬
害
等
の
注
意｣

や｢

安
全
上
の
注

意｣

な
ど
忘
れ
て
い
る
こ
と
が
な
い

か
使
用
す
る
前
に
よ
く
読
み
、
適
切

に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　

　
地
域
産
業
Ｇ
（
内
線
２
６
２
）

　
毎
年
、
農
作
業
が
盛
ん
に
な
る
４

月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
用
水
路
や

た
め
池
の
水
位
が
高
く
な
り
、
場
所

に
よ
っ
て
は
水
深
が
１
ｍ
以
上
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
痛
ま
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
子

ど
も
た
ち
が
用
水
路
や
た
め
池
で
遊

ば
な
い
よ
う
、
ご
家
族
で
話
し
合
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
う
し
た

場
面
を
見
か
け
た
ら
、
お
声
が
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
五
霞
土
地
改
良
区

（84）
０
０
０
５

農
薬
の
適
正
な
使
用
に
つ
い

てあ
ぶ
な
い
！
用
水
路
や

た
め
池
で
遊
ば
な
い
で
！

 

（
教
育
委
員
会
）

　
平
成
10
年
度
か
ら
設
置
し
て
お
り

ま
す
「
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の

家
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
大
き
な
事
故
・
事
件
も
な
く
、

子
ど
も
た
ち
も
元
気
に
通
学
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
の
報
道
及
び
近
隣

市
町
村
の
状
況
等
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
を
狙
っ
た
不
審
者
・
変
質
者
が
頻

繁
に
出
没
し
て
お
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
確
保
の
た
め

に
避
難
す
る
場
合
が
想
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
み
な
さ
ん
の
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
使
用
し
て
お
り
ま
す

ス
テ
ッ
カ
ー
に
欠
損
等
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
新
し
い
も
の
と
取
り
替
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に
つ
い

て
も
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
学
校
教
育
Ｇ

（84）
１
４
６
２

こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の

家
協
力
者
の
み
な
さ
ん
へ



■工事箇所

●
福田神社

■工事箇所

川妻

薬師堂●

水路

県道西関宿栗橋線

■工事箇所

●五霞町
　環境浄化センター

●原宿台運動公園

■工事箇所

元栗橋 元栗橋

ごか西児童館
●

■工事箇所

元栗橋

東洋工芸
茨城工場●

加藤製作所
●茨城工場

行幸湖

県道幸手境
線

原宿台

●
穴
薬
師
古
墳 町道

1757
号線

町道
1769
号線

元栗橋小手指

　●
五霞西小
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（
建
設
環
境
課
）

　
町
道
の
改
良
・
補
修
工
事
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
工
事
期
間
中

は
通
行
止
め
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
町
道
50
号
線
道
路
舗
装
工
事
】

○
工
事
期
間
　
９
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所
　
小
手
指
地
内

○
施
工
業
者
　
(株)
関
口
建
設

【
町
道
１
７
５
７・１
７
６
９
号
線
　

　
　
　
　
　
　
　
道
路
舗
装
工
事
】

○
工
事
期
間
　
９
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所
　
川
妻
地
内

○
施
工
業
者
　
板
通
(株)
五
霞
支
店

【
町
道
54
号
線
道
路
改
良
工
事
】

○
工
事
期
間
　
10
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所
　
元
栗
橋
地
内

○
施
工
業
者
　
(株)
新
栄
開
発

○
お
問
い
合
わ
せ
　

　
建
設
都
市
計
画
Ｇ
（
内
線
２
９
１
）

 

（
総
務
課
）

　
町
で
は
、
５
月
１
日
か
ら
、
㈱
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
を
利
用
し

て
い
る
方
に
対
し
て
、
緊
急
速
報
メ

ー
ル
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
７
月

１
日
か
ら
新
た
に
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱

（
ａ
ｕ
）
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ

ル
㈱
の
携
帯
電
話
が
加
わ
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
は
、
災
害
な

ど
の
緊
急
時
に
、
町
内
に
い
る
携
帯

電
話
利
用
者
に
緊
急
情
報
を
一
斉
配

信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
該
当
す
る

機
種
で
あ
れ
ば
、
登
録
不
要
で
月
額

使
用
料
や
通
信
料
は
無
料
で
受
信
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
配
信
す
る
情
報

　
避
難
関
係
情
報
・
河
川
洪
水
関
係

情
報
な
ど

【
町
道
８
号
線
道
路
舗
装
工
事
】

○
工
事
期
間
　
９
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所
　
元
栗
橋
地
内

○
施
工
業
者
　
(株)
岡
島
組

【
町
道
１
号
線
道
路
改
良
工
事
】

○
工
事
期
間
　
９
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所
　
元
栗
橋
地
内

○
施
工
業
者
　
(株)
阪
東
組

○
お
問
い
合
わ
せ

　
行
政
・
防
災
Ｇ
（
内
線
２
１
４
）

 

（
総
務
課
）

　
次
の
①
〜
③
の
条
件
を
満
た
す
運

転
者
を
優
良
運
転
者
と
し
て
、
境
警

察
署
長
及
び
境
地
区
交
通
安
全
協
会

長
連
名
表
彰
に
上
申
し
ま
す
。

①
五
霞
町
に
居
住
し
、
境
地
区
交
通

安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る
運
転
者

②
自
動
車
運
転
免
許
証
（
原
付
免
許

及
び
自
動
二
輪
車
含
む
）
取
得
後
10

年
以
上
で
あ
り
、
過
去
５
年
以
上
無

事
故
・
無
違
反
で
あ
る
運
転
者

③
常
時
、
自
動
車
（
原
付
以
上
）
を

乗
用
し
、
安
全
運
転
を
励
行
す
る
な

ど
他
運
転
者
の
模
範
で
あ
る
運
転
者

○
お
申
し
込
み
方
法

　
免
許
証
、
印
鑑
を
持
参
し
、
９
月

28
日
(金)
午
後
５
時
ま
で
に
総
務
課
ま

で
来
庁
く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

　
資
格
の
無
い
（
交
通
違
反
等
過
去

５
年
以
内
の
方
等
）
申
込
者
及
び
、

以
前
に
同
様
の
表
彰
を
受
け
た
方
は

該
当
し
ま
せ
ん
の
で
各
自
ご
確
認
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
上
申
後
に
境
地
区
交
通
安

全
協
会
で
審
査
し
受
賞
に
な
り
ま
す

の
で
、
該
当
し
な
か
っ
た
場
合
は
ご

了
承
願
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
行
政
・
防
災
Ｇ
（
内
線
２
１
４
）

道
路
工
事
の
実
施
に
つ
い
て

相　

談

※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

交
通
安
全
優
良
運
転
者
表
彰

の
申
し
込
み
に
つ
い
て

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
お
知

ら
せ

 

（
産
業
課
）

　
専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
８
月
８
日
(水)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
た
だ
し
、正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
ひ
ば
り
の
里

（84）
０
７
６
５

○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
産
業
Ｇ
（
内
線
２
６
２
）

 

（
総
務
課
）

　
隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育

・
就
業
等
）
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
堀
之
内
集
会
所

※ 

各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

（84）
３
５
９
５

生
活
相
談
の
お
知
ら
せ
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県
で
は
、
交
通
事
故
に
遭
い
、
損

害
賠
償
や
示
談
の
仕
方
等
で
お
困
り

の
方
々
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
茨

城
県
筑
西
合
同
庁
舎
内
に
県
西
地
方

交
通
事
故
相
談
所
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
相
談
員
に
よ
る
一
般
相

談
の
ほ
か
、
毎
月
１
回
弁
護
士
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

○
一
般
相
談
　
平
日 

午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
45
分
（
毎

週
木
曜
日
は
休
所
日
で
す
。
）

○
弁
護
士
相
談
　
毎
月
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
（
要
予
約
）

○
お
問
い
合
わ
せ

茨
城
県
県
西
地
方
交
通
事
故
相
談
所

　

０
２
９
６
（24）
９
１
１
２

　
（
筑
西
市
二
木
成
６
１
５
）

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
社
団
法
人
茨
城
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
議
会
で
は
、
茨
城
県
か
ら
の
委

託
・
補
助
を
受
け
身
体
に
障
害
の
あ

る
方
々
が
よ
き
配
偶
者
に
恵
ま
れ
幸

せ
な
結
婚
が
で
き
る
よ
う
に
、
無
料

の
「
結
婚
相
談
」
や
、
就
労
や
生
活

上
の
全
般
の
相
談
を
受
け
る
「
総
合

相
談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
「
結
婚
相
談
」
は
、
結
婚
を
希
望

す
る
身
体
障
害
者
や
身
体
障
害
者
と

の
結
婚
を
希
望
す
る
健
常
者
に
結
婚

登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
に

交
流
会
や
見
合
い
の
場
を
設
定
し
、

自
由
交
際
後
に
婚
約
と
い
う
流
れ
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
各
種
相
談
」
は
、
身
体
障
害
者

の
就
労
問
題
を
始
め
生
活
全
般
の
問

題
に
つ
い
て
相
談
に
の
り
、
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
や
相
談
内
容
に
応
じ
て

必
要
な
支
援
制
度
や
機
関
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

○
相
談
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
結
婚
相
談
は
要
予
約

○
お
問
い
合
わ
せ

　
水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８

　
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
２
階

　
☎
０
２
９
（
２
４
３
）
７
０
１
０

　

０
２
９
（
２
４
３
）
７
４
９
０

○
日
時
　
８
月
９
日
(木)

　
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

○
場
所
　
筑
西
合
同
庁
舎
内
、
茨
城

県
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
（
筑
西
市
二

木
成
６
１
５
）
の
他
、
２
会
場

○
対
象
者
　
低
視
力
の
幼
児
・
児
童

・
生
徒
及
び
保
護
者
・
担
当
の
先
生

方
、
視
覚
障
害
が
あ
り
お
困
り
の
成

人
の
方
、
視
覚
障
害
に
つ
い
て
関
心

の
あ
る
方
、
学
校
の
授
業
等
で
視
覚

障
害
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
先
生
方

○
内
容
　
補
助
具
等
の
展
示
・
体
験

及
び
教
育
相
談

○
お
申
し
込
み
方
法
　
参
加
は
無
料

で
す
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
お

手
数
で
も
氏
名
・
所
属
等
を
記
入
の

上
、
次
の
宛
先
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｔ
Ｅ

Ｌ
、
メ
ー
ル
等
で
実
施
日
の
前
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

者
数
に
よ
り
時
間
を
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
く
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
は
、
折
り

返
し
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
立
盲
学
校
　
地
域
支
援
部

　

０
２
９
（
２
２
１
）
３
３
８
８

　

０
２
９
（
２
２
５
）
４
３
２
８

m
ail

　shien@
ibaraki-sb.ed.jp

 

（
健
康
福
祉
課
）

○
日
時
　

　
８
月
28
日
(火)
午
前
10
時
〜
正
午

（
午
前
９
時
40
分
受
付
）

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者

　
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

○
内
容
　
簡
単
お
や
つ
作
り

○
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

○
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円

　役場の代表電話は（84）1111です　

県
西
地
方
交
通
事
故
相
談
所

の
ご
案
内

身
体
障
害
者
の
た
め
の
無
料

結
婚
相
談
・
各
種
相
談
の
お

知
ら
せ

平
成
24
年
度
県
立
盲
学
校
地

域
巡
回
教
育
相
談
会
の
ご
案

内

募　

集

お
や
つ
教
室
参
加
者
募
集

○
持
参
す
る
物
　

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

○
お
申
し
込
み
期
限

　
８
月
24
日
(金)
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

　
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
軟

式
野
球
大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
チ
ー
ム
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時

　
９
月
30
日
(日)
・
10
月
７
日
(日)

※
予
備
日
　
10
月
14
日
(日)

○
場
所

・
五
霞
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
キ
ユ
ー
ピ
ー
㈱
野
球
場

○
参
加
資
格

・
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
会
員

・ 

本
町
在
住
ま
た
は
在
勤
者
に
よ
る

合
同
社
会
人
チ
ー
ム

○
参
加
費

　
１
チ
ー
ム
　
５
，
０
０
０
円

○
募
集
チ
ー
ム
数
　

　
16
チ
ー
ム

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
、
事
務
局
に

て
選
考
を
行
い
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
方
法

　
９
月
10
日
(月)
ま
で
に
五
霞
工
業
ク

ラ
ブ
事
務
局
ま
た
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
責
任
者
会
議

　
参
加
が
決
定
さ
れ
た
チ
ー
ム
は
、

９
月
14
日
(金)
の
午
後
７
時
か
ら
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
に
て
行
い
ま
す
の
で
、
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

（84）
０
７
６
４

・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

（84）
３
５
３
３

 

（
総
務
課
）

　
広
報
ご
か
で
は
、
毎
月
「
我
が
家

の
主
役
」
と
題
し
、
３
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
お
子
さ
ま
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
な
た
の
お
子
さ

ま
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
総
務
課
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
応
募

用
紙
に
写
真
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
掲
載
は
受
付
順
と
な
っ
て

お
り
、
一
度
掲
載
さ
れ
た
方
は
見
送

ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
Ｇ
（
内
線
２
２
７
）

第
15
回
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ

　
　

軟
式
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

我
が
家
の
主
役
募
集
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○
試
験
区
分
・
受
験
資
格

・
男
性
警
察
官
Ａ
、
女
性
警
察
官
Ａ

　
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
（
短
期
大
学
除
く
。
）
を
卒
業
し

た
人
若
し
く
は
平
成
25
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
又
は
人
事

委
員
会
が
同
等
と
認
め
た
人

・
男
性
警
察
官
Ｂ
、
女
性
警
察
官
Ｂ

　
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格
に
該
当
し
な

い
人

○
第
１
次
試
験
　
９
月
16
日
(日)

○�

受
け
付
け
期
限
　
８
月
15
日
(水)
ま

で
（
消
印
有
効
）
※
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
（
電
子
申
請
）
８
月
13
日
(月)

午
後
５
時
ま
で
受
信
有
効

○
お
問
い
合
わ
せ

　
境
警
察
署

（86）
０
１
１
０
ま
た
は

最
寄
り
の
駐
在
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

○�

対
象
者
　
猿
島
郡
内
及
び
坂
東
市

内
・
古
河
市
内
（
旧
古
河
市
は
除

く
）
に
在
住
ま
た
は
在
勤
者
で
18

歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
心
身
と
も
に

健
康
な
方
。

○
開
催
期
間
等

①
初
級
ク
ロ
ー
ル
・
コ
ー
ス

　
水
慣
れ
か
ら
息
継
ぎ
ま
で
ク
ロ
ー

ル
の
基
礎
を
学
び
た
い
方
。

　
９
月
５
日
(水)
〜
11
月
21
日
(水)

　
毎
週
水
曜
日
（
全
10
回
）

②
中
級
・
コ
ー
ス

　
ク
ロ
ー
ル
を
中
心
に
平
泳
ぎ
・
背

泳
ぎ
な
ど
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

ま
す
。
（
ク
ロ
ー
ル
で
25
Ｍ
以
上
泳

げ
る
方
対
象
と
な
り
ま
す
。
）

　
９
月
６
日
(木)
〜
11
月
22
日
(木)

　
毎
週
木
曜
日
（
全
10
回
）

※
開
講
時
間
（
全
コ
ー
ス
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

○
募
集
人
員

①
初
級
ク
ロ
ー
ル
・
コ
ー
ス
30
名

②
中
級
・
コ
ー
ス
25
名

※ 

先
着
順
に
受
付
し
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

○�

参
加
費
　
指
導
料
は
無
料
（
入
場

料
は
半
額
の
１
０
０
円
）
、
保
険

代
金
（
１
人
８
０
０
円
）

○
受
付
に
必
要
な
物

　
認
印
（
同
意
書
へ
押
印
の
た
め
）

○
受
付
日

　
８
月
19
日
(日)
〜
26
日
(日)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
８
月
20
日
(月)
休
館

○
お
申
し
込
み
方
法
　

町
税
等
夜
間
収
納
窓
口
の
開

設
に
つ
い
て

■
茨
城
県
警
察
官
募
集

　
猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
て
先
着
順
に
て
受
け
付
け
し
ま

す
。
お
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
は
１
人
１

件
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
☎
（87）
７
２
２
３

　
６
月
20
日
か
ら
高
卒
用
求
人
の
受

付
を
開
始
し
ま
す
。
就
職
希
望
生
徒

の
多
く
が
地
元
で
の
就
職
を
希
望
し

て
お
り
ま
す
。
優
れ
た
若
い
人
材
確

保
の
好
機
で
も
あ
り
ま
す
の
で
積
極

的
な
求
人
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
相
談
窓
口

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
古
河
学
卒
係

　

（32）
０
４
６
１

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
と
古

河
市
選
抜
チ
ー
ム
に
よ
る
「
宝
く
じ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
ド
リ
ー
ム
サ
ッ
カ

ー
ｉ
ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ａ
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
の
ご
観

覧
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○�

日
時
　
９
月
17
日
（
月
曜
日
・
祝

日
）
ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ム
開
始

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

 

（
前
後
半
各
30
分
）

○
場
所
　
古
河
市
中
央
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
（
荒
天
時
は
古
河
市
中
央

運
動
公
園
体
育
館
）

○
そ
の
他
　

・ 

ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
に
も
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
古
河
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

・ 

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
車
を
ご
利
用
の
場
合
は
乗

り
合
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

古
河
市
中
央
運
動
公
園
総
合
体
育
館


（92）
５
５
５
５
（
平
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　
県
で
は
、
育
児
・
介
護
休
業
法
が

努
力
義
務
と
し
て
い
る
休
業
制
度
や

短
時
間
勤
務
制
度
を
導
入
し
、
実
際

に
制
度
を
一
定
の
期
間
利
用
し
た
従

業
員
が
い
た
場
合
に
、
中
小
企
業
主

に
対
し
て
奨
励
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
奨
励
金
の
支
給
要
件
な
ど
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
県
労
働
政
策
課

　

０
２
９
（
３
０
１
）
３
６
３
５

 

（
町
民
税
務
課
）

　
平
日
の
日
中
、
お
仕
事
等
で
町
税

等
の
納
付
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

次
の
と
お
り
町
税
等
の
収
納
窓
口
の

受
付
時
間
を
延
長
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
先
月
か
ら
夜
間
収
納
に
限

り
、
学
校
給
食
費
も
役
場
で
お
預
か

り
し
て
い
ま
す
。

○
開
設
日
　
８
月
31
日
(金)

　
午
後
５
時
15
分
〜
午
後
７
時

○
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

対象税等 町　税　等
学校給食費 介護保険料 保育料 上下水道料金 下水道

受益者負担金

担当課
（場所）

町民税務課
教育委員会
（役場）

健康福祉課
（役場）

健康福祉課
（役場）

上下水道課
（川妻浄水場）

上下水道課
（川妻浄水場）

担　当
グループ

税　　務Ｇ
学校教育Ｇ 高齢者支援Ｇ 社会福祉Ｇ 水　道Ｇ

下水道Ｇ 下水道Ｇ

電　話 （84）1966 （84）0006 （84）0006 （84）3000 （84）3000

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
水
泳
教
室
の
お
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
古
河
か
ら
の

お
知
ら
せ
～
事
業
主
の
皆
様
へ
～

宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア　

　

ド
リ
ー
ム
・
サ
ッ
カ
ー

～�
日
本
代
表
Ｏ
Ｂ
が
や
っ
て

来
る
ｉ
ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ａ
～

開
催
の
お
知
ら
せ

仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）支

援
奨
励
金
制
度



健康応援隊！The

体験が人を体験が人を
育てる育てる

学校コーナー学校コーナー

体験活動　　体験活動　　
　をとおして　をとおして

五霞西小学校
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人口と世帯
総人口
　男
　女
世帯数

※（　）内は前月比ご意見・ご要望をお待ちしています。
あて先
●町長（直通）　
84―1550
●総務課広報担当
84―1111（内線227）

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

7月の納税 納期限：8月31日（金）です
町 県 民 税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料
保 育 料
学 校 給 食 費

2 期
2 期
2 期
2 期
8 月 分
5 期

町民税務課 税務G 内線254
町民税務課 税務G 内線253
町民税務課 税務G 内線252
健康福祉課 高齢者支援G 内線239
健康福祉課 社会福祉G 内線237
教育委員会 学校教育G 84-1462 （7月1日現在　住民基本台帳から）

9,342人
4,679人
4,663人

3,116世帯

－3
－2
－1
－2

　

夏
は
暑
さ
に
体
が
つ
い
て
い
か
ず
、

夏
バ
テ
も
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
体
は
自
律
神
経
や
ホ
ル
モ

ン
の
作
用
で
、
環
境
の
変
化
に
適
応

し
て
、
体
を
常
に
一
定
の
状
態
に
保

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調

節
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
状
態

が
夏
バ
テ
で
す
。
予
防
は
こ
の
暑
さ

に
、
い
か
に
体
を
慣
ら
す
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

規
則
正
し
い
食
生
活

　

食
事
は
一
日
３
回
バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
い
い
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
も
の
を
食
べ
ま

し
ょ
う
。
胃
腸
の
働
き
が
弱
ま
る
と
、

さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
で
済
ま
せ
て
し

ま
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
が
、そ

れ
で
は
、タ
ン
パ
ク
質（
卵
・
肉
・
魚
な

ど
）、ビ
タ
ミ
ン（
野
菜
・
果
物
）、ミ
ネ

ラ
ル（
海
藻
類
）が
不
足
し
、体
力
の

消
耗
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

食
欲
が
な
く
て
…
と
い
う
時
は
、

豆
腐
で
タ
ン
パ
ク
質
を
摂
り
ま
す
。

高
タ
ン
パ
ク
で
消
化
も
い
い
の
で
、

胃
腸
へ
の
負
担
も
少
な
い
食
品
で
す
。

　

ト
ウ
ガ
ラ
シ
や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
の

香
辛
料
や
香
味
料
を
加
え
る
と
、
食

欲
が
増
し
ま
す
。

脱
水
に
注
意

　

人
は
汗
に
よ
っ
て
体
の
表
面
か
ら

元
気
に
夏
を
乗
り
切
ろ
う

　
確
か
な
学
力
や
豊
か
な
心
の
育
成
に
は
、

体
験
的
な
活
動
は
と
て
も
大
切
で
す
。
五

霞
西
小
で
は
、
様
々
な
体
験
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
意
欲
を
高
め
な

が
ら
、
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

【
田
植
え
体
験
活
動
】（
５
年
生
）

　
５
月
10
日
、

５
年
生
が
総
合

的
な
学
習
の
時

間
の
一
環
と
し

て
、
学
校
敷
地

内
に
あ
る
水
田

で
田
植
え
を
行

い
ま
し
た
。
社

会
人
講
師
の
方

に
お
出
で
い
た
だ
き
、
田
お
こ
し
、
し
ろ

か
き
を
見
せ
て
も
ら
い
、
苗
の
植
え
方
を

教
わ
り
、
一
列
に
並
ん
で
苗
を
植
え
て
い

き
ま
し
た
。
し
ろ
か
き
の
済
ん
だ
田
ん
ぼ

に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
「
き
ゃ
ぁ
〜
ぬ

る
ぬ
る
す
る
。
」
「
足
が
抜
け
な
い
。
」

な
ど
大
騒
ぎ
。
初
め
て
の
田
植
え
体
験
か

ら
、
米
作
り
の
苦
労
を
実
感
し
た
よ
う
で

し
た
。

　
夏
の
間
は
、
当
番
で
水
の
管
理
を
し
て

稲
の
生
長
を
観
察
し
な
が
ら
、
秋
に
は
黄

金
色
に
輝
く
稲
穂
を
待
ち
ま
す
。

○
初
め
て
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
田
ん
ぼ

に
入
る
と
き
は
少
し
心
配
だ
っ
た
け
ど
、

思
い
切
っ
て
入
っ
て
み
た
ら
気
持
ち
よ
か

っ
た
で
す
。
最
初
は
上
手
に
苗
を
植
え
ら

れ
な
か
っ
た
け
ど
、
最
後
の
方
は
上
手
に
な

り
ま
し
た
。
秋
の
稲
刈
り
が
と
て
も
楽
し
み

で
す
。
　
　
　
　
　
（
染
谷
葵
海
さ
ん
）

○
今
日
体
験
し
た
田
植
え
は
、
時
間
は
短
か

っ
た
の
で
す
が
、
大
切
な
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
初
め
て
入
っ
た
泥
だ
ら
け
の
田
ん
ぼ

は
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。
秋
に
お
米
に
な

る
の
が
楽
し
み
で
す
。
　
（
杉
田
郁
也
さ
ん
）

【
町
探
検
】（
２
年
生
）

　
生
活
科
の
時
間
と

し
て
、
五
霞
町
の
役

場
や
公
民
館
な
ど
の

施
設
を
探
検
し
て
き

ま
し
た
。
五
霞
町
に

は
ど
ん
な
建
物
が
あ

っ
た
か
な
？
ど
ん
な

役
割
が
あ
る
ん
だ
ろ

う
？
色
々
な
お
店
も

あ
る
ね
。
く
わ
し
く

調
べ
ら
れ
た
か
な
。

○
役
場
に
行
っ
て
、

五
霞
町
長
さ
ん
が
来

て
話
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
役
場
に
は
100

人
ぐ
ら
い
の
人
が
働

い
て
い
る
そ
う
で
す
。見
学
を
し
た
ら
、色
々

な
部
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
（
須
釜
千
景
さ
ん
）

○
公
民
館
に
行
き
ま
し
た
。
図
書
室
で
本
の

数
を
聞
く
と
、
１
９
，
０
０
０
さ
つ
で
し
た
。

す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
大
人
の
本
と

子
ど
も
の
本
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
久
保
悠
太
さ
ん
）

○
私
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
に
行
き
ま
し
た
「
Ｂ
は
青

い
海
」
「
Ｇ
が
緑
の
大
地
」
と
い
う
意
味
だ

そ
う
で
す
。
わ
た
し
は
「
へ
ぇ
〜
そ
う
な
ん

だ
ぁ
」
と
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
子
純
香
さ
ん
）

○
公
民
館
の
屋
上
へ
上
が
り
ま
し
た
。
屋
上

か
ら
、
五
霞
西
小
学
校
や
中
学
校
も
見
え
て

す
ご
か
っ
た
で
す
。
　
　
（
横
田
彩
華
さ
ん
）

熱
を
放
散
さ
せ
、
体
温
を
一
定
に
保

っ
て
い
ま
す
。
発
汗
に
よ
る
水
分
の

喪
失
を
十
分
補
え
な
い
と
脱
水
状
態

に
な
り
ま
す
。
脱
水
を
防
ぐ
た
め
に

は
、こ
ま
め
に
水
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

多
量
に
汗
を
か
い
た
時
は
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
な
ど
で
塩
分
も
補
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
多
量
の
糖
分
を
含
む
清

涼
飲
料
水
の
摂
り
す
ぎ
は
、
食
欲
不

振
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
冷

た
い
飲
み
物
は
胃
腸
を
冷
や
し
ま
す
。

温
か
い
お
茶
に
す
る
の
も
お
す
す
め

で
す
。

十
分
な
睡
眠

　

寝
苦
し
く
て
睡
眠
不
足
に
な
っ
た

り
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
に
な

り
、
そ
の
結
果
、
体
調
を
崩
し
て
し

ま
い
ま
す
。
寝
て
い
る
間
は
体
温
調

節
が
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
。
冷
房
を

効
か
せ
過
ぎ
ず
快
適
に
過
ご
す
に
は
、

扇
風
機
を
上
手
に
使
う
こ
と
も
方
法

で
す
。
就
寝
前
の
ぬ
る
め
の
お
風
呂

は
自
律
神
経
を
落
ち
着
か
せ
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

夏
バ
テ
は
体
か
ら
の
休
ま
せ
て
ほ

し
い
の
サ
イ
ン
で
す
。
規
則
正
し
い

生
活
や
十
分
な
休
養
で
、
暑
い
夏
を

元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
福
祉
課　

保
健
師
）
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1　

0280（

84）1111㈹

８月
お知らせカレンダーお知らせカレンダー

我
が
家
の
主
役

栗原武・恵里香さん
（原宿台）の長男
（父母のひと言）
元気いっぱいにスクスクと成長してね♪
そして、思いやりのある優しい子になって
ほしいなぁ！

小児医療
輪 番 制

西南：茨城西南医療センター病院（境町）（87）8111 ：友愛記念病院（古河市）（97）3000
※輪番日及び時間…月・火・水・木・土曜日：午後６時～午後11時、日曜日・祝日：午前９時～午後４時
※実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディカルセンター病院でも小児医療を対応しています。

友愛

土曜窓口業務を行っています
土曜日（祝日を除く）の午前8時 30分から正午まで一部窓口業務を行っています。ぜひご利用ください。

▼申請・請求できる方▼
　住　　民　　票　　………本人及び同一世帯の方
　戸籍謄本・抄本　　………本人かその配偶者、直系尊属、直系卑属の方
　印　鑑　証　明　　………印鑑登録証をお持ちの方
※住民票、戸籍謄本・抄本は、委任状をお持ちの方も申請できます。
　　　　　　　　　　　　　　○お問い合わせ　町民税務課　町民グループ　（84）1965

聖空 くん
しょ あ

平成22年11月５日生

このコーナーに掲載をご希望の方は、総務課（内線227）までお申し込みください。

町民税務課

東日本大震災義援金について
　平成24年９月30日㈰まで受
付期間を延長いたします。
　引続き、皆様のご協力をお願
いします。お預かりした義援金
は、日本赤十字社茨城支部に送
金し、被災者への生活支援や見
舞金に使われます。

○義援金送金額
　1,180,925円（7月5日現在）

日 月 火 水 木 金 土

12

　
19

がん検診・特定健診
　　（保健センター）　

5

　
26

13 紙類
ふれあいセンター休館
14

可燃ごみ
離乳食教室
　　（保健センター）
消費生活相談窓口
　　　（ひばりの里）

8

　
16

　
11

わくわく元気づくり
　　（保健センター）

9 可燃ごみ
すくすく相談
　　（保健センター）

10

がん検診・特定健診
　　（保健センター）
ゲーム大会
　　　　（西児童館）　

4可燃ごみ
　
3

西南西南

西南西南

西南西南

西南西南

西南

西南西南

西南西南

西南

西南

西南西南

西南西南

西南

西南

西南

西南
輪番休止日

友愛

可燃ごみ
ふれあいセンター休館
15

可燃ごみ
　
22

ブンブンごま
　　　　（西児童館）

可燃ごみ17

可燃ごみ

　
18

　
25

「の」の字さがし
　　　　（西児童館）
ストラックアウト
　　　　（南児童館）
親子ヨガ教室
（ふれあいセンター）

21
成人健康相談
　　（保健センター）

スライムを作ろう
　　　　（西児童館）
スライムを作ろう
　　　　（南児童館）
親子ヨガ教室
（ふれあいセンター）

7

可燃ごみ
避難訓練
　　　　（西児童館）

27

可燃ごみ20

おやつ教室
　　（保健センター）

28
紙コップタワー
　　　　（南児童館）

29
　
30

町税等夜間収納窓口
　　　　　（各窓口）

31

わくわく元気づくり
　　（保健センター）

23
プールで釣り大会
　　　　（西児童館）

24

可燃ごみ
　

6

可燃ごみ
ドッジボール大会
　　　（南児童館）

1
ふれあいハート教室
　　（保健センター）

2

可燃ごみ

道の駅ごか（定休日）

不燃ごみ
　

　

西南 西南

毎日の夜間／18時30分～23時30分
休日の昼間／  9時00分～17時00分
※日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）

可燃性粗大ごみ

不燃性粗大ごみ

ビン類・ペットボトル

ビン類・ペットボトル

ビン類・ペットボトル

缶類

缶類

可燃ごみ 可燃ごみ

広報ごか　2012．8 16


